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5月1 2日金夕刻より、境内で芝浜囃子が奉奏されます。

大祭式中に
舞楽「蘭陵王」
が奉納されます。
※写真はイメージです。



　
　
御
由
緒

　
当
日
比
谷
神
社
は
、古
く
か
ら
旧
麹
町
区
日
比
谷
公
園
の
大
塚
山
と
い
う
所
に
鎮
座

し
、
日
比
谷
稲
荷
明
神
旅
泊
稲
荷
明
神
と
称
し
て
お
り
ま
し
た
。『
江
戸
名
所
図
会
』に

は
、
修
験
寂
静
院
の
本
山
の
別
当（
高
官
の
兼
務
職
）で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
当
時

は
神
道
と
仏
道
の
両
部
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
慶
長
十
一（
一六
〇
六
）年
、江
戸
城
築
城
に
際
し
日
比
谷
御
門
を
造
営
す
る
こ
と
と
な

り
、氏
子
と
共
に
芝
口
に
移
動
、九
か
町
の
産
土
神
と
な
り
ま
す
が
、町
名
は
従
来
の
ま

ま
、日
比
谷
と
な
って
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、
寛
永
七（
一六
三
〇
）年
、
新
橋
に
新
し
く

芝
口
御
門
を
造
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
名
も
日
比
谷
町
か
ら
芝
口
町
へ
と
改
称
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
神
社
の
社
号
の「
日
比
谷
」
は
変
わ
る
こ
と
な
く
現
在
に
到
り

ま
す
。

　
ま
た『
江
戸
名
所
図
会
』に
は
、万
治
年
間（
一六
五
八
〜一六
六一）に
、藍
屋
五
兵
衛
と

い
う
者
が
お
告
げ
を
受
け
て
、「
花
洛 

藤
森
の
稲
荷（
京
都
の
正
一位
伏
見
稲
荷
大
社
）」

か
ら
勧
請
し
た
と
あ
り
ま
す
。創
建
年
代
が
略
記
と
異
な
る
た
め
、
こ
れ
は
当
社
が
正
一

位
で
あ
る
格
式
を
伝
え
る
た
め
の
話
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
芝
口
の
地（
芝
区
芝
口
三
丁
目
十
七
番
、
十
八
番
）に
御
鎮
座
し
て

四
百
有
余
年
と
な
る
古
社
で
あ
り
ま
す
。

　
御
霊
験
著
し
い
こ
と
か
ら
崇
敬
者
も
多
く
、伊
達
、脇
坂
、中
川
、肥
後
、本
堂
、毛

利
、
井
上
、
片
岡
家
の
諸
公
か
ら
も
篤
い
崇
敬
を
集
め
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。江
戸
幕

府
の
時
代
に
は
毎
年
一月
六
日
に
神
札
を
捧
持
し
て
登
城
す
る
慣
例
が
あ
り
、
ま
た
大

祭
と
初
午
日
に
は
御
神
輿
の
巡
幸
が
あ
り
、
提
灯
、
幟
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
昼
行
燈
な
ど

も
飾
ら
れ
て
賑
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
明
治
五（
一八
七
二
）年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
、そ
の
後
、関
東
大
震
災（
大
正
十
二
年
）

の
影
響
で
昭
和
三
年
の
都
市
計
画
区
割
整
理
の
対
象
と
な
り
、
愛
宕
下
町
二
丁
目（
現

新
橋
四
丁
目
十
三
番
九
号
）に
換
地
さ
れ
て
、
日
比
谷
神
社
の
御
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま

し
た
。以
降
、新
橋
の
鎮
守
様
と
し
て
広
く
崇
敬
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
二
十
年
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
社
宝
・
神
剣
長
光
作
鶴
丸
造
と
翁
面
、
石
笛

な
ど
を
焼
失
す
る
な
ど
、幾
多
の
災
厄
に
遭
う
も
、そ
の
都
度
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
の
御

厚
意
を
も
って
再
建
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一年
に
、都
市
道
路
計
画（
環
状
二
号
線
）の
建
設
に
よ
り
、御
社
殿
を
東
新

橋
二
丁
目
に
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
新
橋
四
丁
目
町
会
・
新
橋
五
丁
目
町
会
・

汐
留
町
会
・
新
橋
二
丁
目
町
会
・
新
橋
駅
前
ビ
ル
自
治
会
・
東
新
橋
一丁
目
町
会
及
び

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
地
区
の
氏
神
様
と
し
て
変
わ
ら
ぬ
崇
敬
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

ご 
挨 

拶

日
比
谷
神
社 

宮
司  

三
宅
徳
行

　

先
ず
以
て
御
皇
室
の
弥
栄
を
寿
ぎ
奉
り
、あ
わ
せ
て
日
本
の
安
寧
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

当
社
日
比
谷
神
社
の
大
祭
斎
行
に
先
立
ち
、一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、日
ご
ろ
よ
り
、神
社
運
営
に
お
き
ま
し
て

並
々
な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
す
が
、本
年
３
月
か
ら
は
マ
ス

ク
着
用
に
つい
て
個
人
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
５
月
８
日
よ
り
に

は
、感
染
症
法
上
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類
への
引
き
下
げ
さ
れ
ま
す
。三

年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う
や
く
出
口
が
見
え
て
き
て
お
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
多
く
失
わ

れ
、孤
独
化
・
孤
立
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、日
本

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
「
祭
」は
人
と
人
と
の
絆
を
感
じ
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
結
び
つ
き
を
再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
に一
度
行
わ
れ
る
当
社
の
例
祭
も
ま
た
は
、古
来
よ
り
継
承
さ
れ
た

伝
統
と
歴
史
を
後
世
へ
と
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。少
子
高
齢
化
の
波
は
当

社
氏
子
地
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、御
神
輿
の
担
ぎ
手
は
年
々
減

少
し
て
お
り
ま
す
（
な
お
、本
年
の
御
神
輿
の
渡
御
は
諸
般
の
事
情
を
か

ん
が
み
中
止
と
な
り
ま
し
た
。何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　

ご
多
用
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、何
卒
神
恩
報
謝
の
真
心
を
お
捧
げ
頂

き
、格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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